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局所拡大率のn-ちumの log n依存性 Ⅰ(コメント)

堀田 武彦 (九大 ･理 ･物理)

黄金比の回転数をもつ散逸系､保存系の臨界 トーラス上の軌道の運動を特徴づける試みについて､

数値実験の結果を紹介した｡

散逸系における黄金 トーラスの舶域によるカオス発生のモデルとしては､サイン･サークル ･マップ

βi+1=O i十Eい く277/K)sin27tei (modl)

(Ⅰ〈=1.Q=0.606610･･･)､および､散逸のあるスタンダー ド･マップ

ei+I=Oi+E2+ri+1 くmodl)

rill=bri- (K/27t)sin2花Oi

(1)

(2)

(b=0･3,K=0･978837･･.･,E2=0･611753･･･)を用いた｡また､保存系における黄金KAMトーラ

スの朋蟻を示すモデルとしては､スタンダード･マップ

Oi+l=Oj+ri+I
ri+l=ri - (I(/2n)sin2冗 Oi

(mod1)

(K=0.9971635･･･)を用いた｡

図 1､2､3はそれぞれ写像 (1)､ (2)､ (3)に対して時系列
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(4)

をプロットしたものである｡ここで､ 入1(Xi)はトーラス上の点Xiにおけるトーラスに沿った
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｢カオスとその周辺｣
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(3)のβn(Xo)､Xo= (80･ ro)≡
(0.630573-･,0.564140･･･)

方向の局所軌道拡大率である｡βn (Xo)は収束も発散もせず､ブイボナッチ軌 こよって指定され

るような自己相似な入れ子構造を持つことがわかる｡理論的には､βn くXo)231/a･(eo･
1/n)-1/α(0R,1/n)のように､自然不変測度mの特異点指数aと結び付くことが期待

I/α
きれる｡ここで α(β･△m)はm (Xo= (80･ro):β∈[80･β+Aml… 日 =△m
によって､定義する｡

図4､5､6は､それぞれ図 1､2､3のパワースペクトルを示したものであり､自己相似性を反

映し､黄金比 (√5-1)/2でu=0に集積するライン･スペクトルを持つ｡

図7は､¢β (β)≡- (1/ log n) log (P (β;n)/P (0;爪))を示したもの
である｡ここでP (β;n)dβ=rp(Xo:βn (Xo)( (β､β+dβ))である･ (a)I

(b)の場合､¢β (β)は線形部分を持ち､そのスt3-プは､理論的な予想 S=-αnw/2=

-0･949と合う｡ここで､anEK=1･898は自然不変測度の特異点指数αの最大値である｡ (C)の場合

ゆβ (-β)=¢β (β)が､写像の時間反転に対する対称性から期待される｡
このように､ (4)のβによって塩界 トーラス上の運動の特徴が引き出せることがわかる.
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図4 図 1のβn (Sol)のパワースペクトル
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図5 図2のPn (Xo)のバワースペクりレ



研究会報告

iGi

i.-

U

図6 図3のL)A (Xo)の '̂ヮ-スペクトル
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